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◆賢いエネルギーの使い方を学び実践すること

◆地域で再生可能エネルギーを中心としたエネルギーの
自給体制をつくること

エネ経会議が提供する価値

エネ経会議は中小企業の皆様向けに
『経営課題の解決に繋がる環境活動』を支援します
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中小企業の抱える５つの課題解決に繋がる©2025 エネ経会議



中小企業の温室効果ガス排出量は1.2億t～2.5億tと、
日本全体のの１割～２割弱を占める。

近年、サプライチェーン全体でのカーボンニュートラルを
目指すグローバル大企業が増加。既に海外の取引先から
２４％の企業がカーボンニュートラルに対する
問い合わせを受けており、うち、１３％は脱炭素化の

 方針への準拠を求められている。

金融機関でも、融資先の温室効果ガス排出量を把握する
 動きや石炭等の化石燃料への供給資金を引きあげる動き
 がある。

(経済産業省 中小企業のカーボンニュートラル施策について 令和4年7
月)

エネルギー問題はもはや大企業だけの問題ではない

金融機関からの
資金融資に影響
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中小企業の多くは自社の経営への影響を感じつつも、
具体的な方策を検討するまでには至っていない

経済産業省
「クリーンエネルギー戦略 中間整理」©2025 エネ経会議



しかし、エネルギー問題に取り組んだ企業は
『環境活動はやればやるほど業績に効く』ことを知っています
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継続的に環境活動への取り組まれる企業は
様々な経営課題の解決に波及することを実感しています

n
生産コスト

の削減

既存の取引先
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の確保

新製品・商品
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企業価値

の向上

段階0 40 17.2% 37.5% 10.0% 7.5% 30.0%

段階1 502 49.2% 21.1% 18.9% 46.4%

段階2 132 39.5% 50.8% 12.9% 13.6% 49.2%

段階3 70 37.1% 50.0% 14.3% 11.4% 47.1%

段階4 166 46.4% 46.4% 24.1% 55.4%

段階5 57 35.1% 54.4% 17.5%

28.7%

16.9%

15.8% 59.6%
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今流行りのエシカル就活とは
就職先を選ぶ時に企業の倫理観を軸に選ぶという風潮

就活生の７割以上が
企業がSDGｓに取り組んでいる
企業の方が志望度が上がる
と答えています

省エネ化活動による企業価値の向上は皆様がお持ちの
”人材確保”の課題にも優位に繋がります
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2020年
菅総理大臣の所信演説にて、2050年にカーボンニュートラルの実現を目標とする旨を表明

2021年
東京証券取引所プライム市場上場企業はScope1,および3の排出量算定することが義務化

大企業はサプライチェーン全体の

温室効果ガス排出量の把握・管理が求められている
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（ 出典：㈱エネット 電力自由化と環境経営 2021/11/4 環境ビジネスセミナー ）

中小企業において、取引先からのCO2削減要請が顕在化
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諸外国における炭素税の導入状況（平成28年1月、環境省）

カーボンプライシング：企業に二酸化炭素（CO2）の排出枠の購入を義務付ける制度

将来的に導入が予測さるカーボンプライジングは

全ての企業に経営への影響が
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持続可能

な事業

経営

革新

採算

改善

コスト削減

人財経営の実現

ブランディング

優位性の創出

新たな機会創出

光熱費・燃料費の低減

資金調達において有利

競争力を強化し、売上拡大

従業員モチベーション向上
や人材確保力の強化

知名度や認知度の向上

エネ経会議は中小企業の皆様向けに
『経営課題の解決に繋がる環境活動』を支援します
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